
建物の質（価値）

最低限確保すべき質

※利用者の属性（大人、
子供、高齢者など）等も
考慮の上で検討

社会的
ニーズ
から
求めら
れる質

発注者
ニーズ
として

求める質

〇これまでのご議論等を踏まえ、本ＷＧにおける「質－性能－技術」の関係を事務局（案）として以下のとおり整理。

⇒「質」は発注者等が建築物に期待するもの（価値）であり、「性能」は建築物が備えている要素（指標で説明できる客観的な機能）であり、発注者

等が期待する「質」が具体化したもの。その「性能」を実現するために必要となる手段・手法が「技術」である。

⇒選択者は、発注者・利用者の属性等を踏まえ“最低限確保すべき質”に加え、“社会的ニーズとして求める質”及び“個別ニーズとして求める質” 

を選択し、求める「質」を満足するように「建築物の性能（モノ）」を選択し、多様な「技術」によってその「性能」を実現する。

⇒選択者は、発注者・利用者の属性等を踏まえ“最低限確保すべき質”に加え、“社会的ニーズとして求める質”及び“個別

<質の選択>

観測者・受益者
（発注者・利用者）

選択者の希望に応じた質

設計者・施工者・
つかい手（プレイヤー）

建物（モノ）

責任を伴ったヒト（担い手）

文化性 意匠 学術 歴史

経済性 耐久性 更新性 フレキシビリティ ・・・

居住性 光環境 空気環境 音環境 衛生環境 ・・・

安全性 耐震 防火・避難 機能継続 防犯 ・・・

環境保全性 省エネ 省資源 長寿命 ・・・適正処理

技術（求められる質を『モノ』・『ヒト』・『コト』において実現するために必要となる技術）

機能性 ・・・バリアフリー 操作性

・・・

性能／ナニカ

〇これまでのご議論等を踏まえ、本ＷＧにおける「質－性能－技術」の関係を以下のとおり整理。

⇒「質」は発注者等が建物に期待するもの（価値）であり、「性能」は発注者等が期待する「質」を建築の観点から専門家（設計者・施工者）が具体化

したもの。求められる質を『モノ』・『ヒト』・『コト』において実現するために必要となる手段・手法が「技術」である。

⇒発注者等は、利用者の属性等を踏まえ“最低限確保すべき質”に加え、“社会的ニーズとして求める質”及び“個別ニーズとして求める質” を選

択し、建築の専門家は選択された「質」を「モノ・ヒト・コト」に翻訳し、多様な「技術」によってそれらを実現する。

⇒これからの「質」は「建物（モノ）」だけではなく、非専門家であるつかい手（ヒト）や建物の利用計画（コト）も含めた総合評価に変貌する。

環境にやさしい

災害に強い

誰でも利用しやすい

居心地の良い

維持管理しやすい

歴史・文化的な価値

・
・
・

すぐ利用できる

用途変更が容易

コト
（生産プロセス・建築資材のサプライチェーン・維持管理・利用計画・保険等）

【質/技術ＷＧ・とりまとめ（案） ※８月31日時点】

2050年を見据えた建物の「質」/「モノ・ヒト・コト」/「技術」の関係性
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現在の技術の延長
にある想定内の技術

既
存
の
技
術

新
し
い
技
術

⇒ウェアラブル端末

⇒フィジカルAI

⇒時間軸（短期利用／使い終わる）

⇒利用形態（頻度／一定条件で使用しない）

⇒警報装置

⇒モニタリング

⇒積雪時には使用しない

⇒行政等によるチェック

⇒高耐久、高耐火部材の開発

⇒構造計算、制振・・・

○ 技術について、「ハード」と「ソフト」、さらに、それぞれ「既存の技術」と「新しい技術」、「想定内・想定外の技術」に分けて整理。

○ ハードを補うソフト的な技術を含めて建物の質・性能を確保していく仕組みの構築を目指す。

○ 建築物の安全性を確保しながら、新技術の評価、実証、導入及び普及をスピード感をもって促す仕組みの構築を目指す。

○ 既存建物の改修等に係る技術開発を進める。

（特に構造などの安全確保のための技術開発や専門知識・技術のない者でも改修可能な機器や技術の開発など）

技術
（性能を実現す
るために必要と

なる技術）

ソフトハード

〇課題
ハードを補う技術として、ど
のように制度に落とし込む
ことができるか。

〇課題
新技術の開発～普及までのスピード感
（如何に安全性を担保しつつ、迅速な技術
導入・普及・更新を図ることができるか）

・人口減少時代において、DXは質を確保するた
めの技術に必須。
・特殊な技術もDXにより一般化され、誰でも使
用可能となることで、技術の民主化が進む。

⇒DX ＷＧ

想定外・
他分野の
新技術

質 建物（モノ）

ヒト

技術

コト

⇒耐火被覆、もえしろ設計・・・

⇒耐雪設計、避雷針・・・

⇒水に浮く建築物、透明な壁

⇒空飛ぶ避雷針（ドローン）・・・

⇒サーキュラーエコノミー・・・

⇒大臣認定、新38条・・・

質に対応する評価の度合い

【質/技術ＷＧ・とりまとめ（案） ※８月31日時点】

技術ー「モノ・ヒト・コト」を実現するために必要となる手段・手法
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